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１．はじめに 

近年，安心で安全な社会を実現するために，

バイオメトリック認証技術や監視技術を用いた

防犯分野では，画像処理[1]による顔画像を用い

た個人識別技術が利用されている．既存の個人

識別技術には，正面顔画像を用いた手法[2][3]

と斜め顔画像や横顔画像を用いた手法[4][5]が

ある．正面顔画像を用いた手法は，精度の高い

個人識別が可能である．しかし，被写体は，正

面顔画像が撮影されるようにカメラを意識する

必要があり手間が掛かるという問題がある．ま

た，斜め顔画像や横顔画像を用いた手法は，正

面顔画像を用いた手法に比べて精度が低下する

という問題がある．そこで，本研究では，デジ

タルビデオカメラによって撮影した動画像を用

いて，正面顔画像を判定する手法を提案する．

本研究で提案した手法と正面顔画像を用いた個

人識別技術を組み合わせることにより，被写体

の手間を軽減し，精度の高い個人識別手法を実

現する． 

２．研究の概要 

本研究では，動画像から顔領域の追跡を行い，

被写体の正面顔画像を判定する手法を提案する．

本システムの流れを図１に示す．本システムは，

１）人物領域抽出機能，２）顔領域抽出機能，

３）顔領域追跡機能，４）正面顔画像判定機能

の４つの機能により構成される．なお，入力デ

ータは，デジタルビデオカメラで撮影した動画

像と人物が撮影されていない背景画像とし，出

力データは，正面顔画像とする． 

２．１ 人物領域抽出機能 

本機能では，動画像の各フレームにおいて背

景差分処理を行う．そして，差分領域にラベリ

ング処理を行い，人物領域を抽出する． 

２．２ 顔領域抽出機能 

本機能では，まず，人物領域抽出機能で抽出

した人物領域から，顔領域探索範囲を決定する．

顔領域探索範囲は，人物の頭は体の上位 1/8 に

位置するという生体的特性を利用して決定する．

次に，顔領域探索範囲において人物の肌の色と

髪の色を利用して肌の領域と髪の領域を決定す

る．最後に，肌の領域と髪の領域を結合した領

域を顔領域として抽出する． 

２．３ 顔領域追跡機能 

本機能では，顔領域抽出機能で抽出した顔領

域の追跡を行う．まず，顔領域の重心を算出し，

重心を中心とした矩形を次フレームの処理範囲

とする．次に，処理範囲に対して背景差分処理

を行い，顔領域の一部を抽出する．最後に，抽

出した顔領域の一部をもとにして顔領域を抽出

する．この作業を最終フレームまで繰り返すこ

とにより顔領域を追跡する． 

２．４ 正面顔画像判定機能 

本機能では，顔領域抽出機能と顔領域追跡機

能で抽出した顔領域が正面顔画像であるかどう

かを判定する．正面顔画像の判定は，まず，顔

領域の重心と顔領域内における肌色領域の重心

を算出する．次に，顔領域の重心 X 座標と肌色

領域の重心 X 座標を比較し，差分を算出する．

最後に，算出した差分が閾値以下である場合，
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抽出した顔画像を正面顔画像と判定する．また，

首を傾けた正面顔画像に対応するために，顔領

域の各 Y 座標における中心点を算出し，中心点

に対して最小２乗法を用いて，顔の傾きを算出

する．算出した顔の傾きと顔領域と肌色領域に

おける重心間の傾きを比較し，差分が閾値以下

である場合，正面顔画像と判定する． 

３．システムの実証実験と考察 

実証実験では，動画像の各フレームにおける

被写体の両目が見えている顔画像を正面顔画像，

被写体の両目は見えているが顔が左右に傾いて

いる顔画像を首を傾けた正面顔画像，被写体の

両目は見えていないが完全に横を向いていない

顔画像を斜め顔画像，被写体が完全に横を向い

ている顔画像を横顔画像として，本システムが

正面顔画像を正確に判定できることを証明する．

実証実験では，本システムで判定された結果と

実際の顔画像の向きが同じである場合を正常判

定とし，異なる場合を誤判定とする． 

３．１ 実証実験 

 実証実験では，図２に示すように，動画像内

に撮影されている被写体は常に１人とし，被写

体は，入り口からカメラまでの軸線上を歩くこ

とを撮影条件とした． 

 

 
３．２ 結果と考察 
本システムの実験結果を表１に示す．本手法

では，顔画像の向きの判定率は全体として 86%と

いう結果になった．また，首を傾けた顔画像に

対しても，91%という精度の高い結果が得られた．

しかし，本システムでは，正面顔画像に近い斜

め顔画像の判定率が低いことがわかった．その

原因として，本システムでは，顔領域の大きさ

によって顔領域と肌色領域の重心の差が変化す

ることが考えられる．本システムでは，正面顔

画像を判定するための閾値を固定にしている．

しかし．顔領域の大きさが小さくなると顔領域

と肌色領域の重心の差は小さくなる．そのため，

顔領域の大きさが小さい場合，斜め顔画像を正

面顔画像と誤判定したと考えられる．また，ノ

イズ等による顔領域と肌領域の抽出精度の低下

により，顔領域と肌色領域の重心位置が変化し

たことによって精度が低下したと考えられる． 

 

表１ システムの実行結果 
 フレーム数 正常判定 誤判定 判定率

正面顔画像 20 枚 18 枚 2 枚 90%

首を傾けた 

正面顔画像 
22 枚 20 枚 2 枚 91%

斜め顔画像 17 枚 12 枚 5 枚 71%

横顔画像 11 枚 10 枚 1 枚 91%

合計 70 枚 60 枚 10 枚 86%

 

４．おわりに 

 本研究では，動画像を用いた正面顔画像を判

定する手法を提案した．そして，システムの実

証実験からその有効性を証明した．しかし，本

システムは，斜め顔画像の判定率が低い．その

ため，顔領域の大きさに応じて適切な閾値を決

定する手法を考案することや目，鼻，口や眉毛

などの顔の特徴量を利用して，顔領域の抽出精

度を向上させることで斜め顔画像の判定精度を

向上させることが今後の課題である．また，本

システムは，動画像内に撮影されている被写体

を常に一人に限定している．そのため，複数人

の被写体が動画像内に同時に撮影された場合に

対応することも今後の課題である． 
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